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エグゼクティブ・サマリー 

 

日本経済が 30 年にわたるデフレの呪縛から脱却し、インフレを伴う成長モデルへと移

行する中、企業経営は根本的なパラダイムシフトを迫られている。本レポートは、この

マクロ経済環境の激変が、コスト抑制を至上命題としてきた従来の企業戦略をいかに陳

腐化させ、価値創造を核とする新たな戦略への転換を不可避なものにしているかを分析

する。特に、これまで守備的なコストセンターと見なされてきた企業知的財産（知財）

部門が、今や企業価値を能動的に牽引する戦略的ドライバーへと変貌を遂げるべき喫緊

の必要性を論じる。本稿では、戦略、収益化、M&A 統合、そして組織能力という変革

の主要な柱を概説し、インフレ時代を勝ち抜くための知財部門の新たな役割と具体的な

行動計画を提示する。 

 

第 1 章 新たな経済パラダイム：デフレからインフレへ移行する日本

経済の航海術 

 

本章では、日本経済が直面している根本的な環境変化を定義する。過去と現在を対比さ

せることで、なぜ戦略的な転換が単なる選択肢ではなく、企業の生存と成長にとって不

可欠であるかを明らかにする。 

 

1.1 「失われた数十年」：デフレが日本企業に与えた根深い影響 

 

数十年にわたるデフレは、日本企業に深く根付いた企業文化を形成した。その核心にあ

ったのは、物価下落が企業収益の減少を招き、それが賃金と投資を抑制するという悪循

環であった 1。この環境は、極度のリスク回避志向を助長した。 



デフレは、物価が持続的に下落する現象と定義され、企業収益の減少、従業員の賃金低

下、そして消費の冷え込みを引き起こし、経済成長を阻害する主要因とされてきた 1。

特に、過剰な債務を抱える企業にとって、デフレは実質的な債務負担を増大させ、新規

の設備投資を抑制する強力な要因となった 3。さらに、物価が下落する一方で、名目金

利（ゼロ以下にはならない）や名目賃金が十分に下がらない「下方硬直性」により、実

質金利や実質賃金が上昇した。これは企業収益を圧迫し、投資意欲をさらに減退させる

構造的な問題であった 3。こうした状況が、日本が今まさに脱却しようとしている「デ

フレ・ノルム（デフレが常態であるという社会通念）」を形成したのである 4。この長

く困難なデフレとの闘いは、過去数十年の政策当局にとって中心的な課題であった 5。 

 

1.2 インフレ時代の幕開け：その推進力、特性、そして今後の展望 

 

現在日本が経験しているインフレは、エネルギーや原材料価格の高騰といったコストプ

ッシュ要因と、政策転換や決定的に重要な賃金上昇に牽引される需要プル要因が混在す

る、複雑な様相を呈している 7。この新たな時代が持続可能であるか否かは、好循環を

創出できるかにかかっている。 

理想的なインフレの好循環とは、需要増加が物価上昇を招き、それが企業収益の増加、

賃金上昇、そして消費活性化へと繋がり、さらなる需要を生み出すという一連の流れで

ある 9。このような「良い」インフレは、企業にとってデフレよりも対応が容易である

とされる 10。現在の日本のインフレは、食料品価格の上昇などに牽引され、日本銀行に

よるマイナス金利政策の解除を促した 7。特に重要な進展は、20 23 年に見られた 30
年ぶりの高水準の賃上げである。これは、インフレによる実質賃金の目減りに対抗し、

優秀な人材を確保する必要性を企業が認識した結果であり、デフレマインドを打破する

ための決定的な要素と見なされている 4。しかし、リスクも存在する。インフレは、適

切に管理されなければ、その後期段階で企業収益を悪化させる可能性がある 11。また、

高インフレと景気停滞が同時に進行するスタグフレーションの脅威は、複雑な政策対応

を要求する難題である 12。未来は、変革と不確実性に満ちている 13。 

 

1.3 戦略的要請：なぜ旧来の戦略は時代遅れなのか 

 

これまでの分析を統合すると、デフレ時代に最適化された企業戦略は、今や負債と化し



たという強力な結論が導き出される。企業の焦点は、守備的なコスト管理から、攻撃的

な価値創造へと移行しなければならない。 

政府および業界の専門家は、旧来のコスト削減重視の経営から、付加価値向上を重視す

る経営への転換を明確に要請している 14。この転換は、持続的な賃上げと国内投資の拡

大を実現するために不可欠であると考えられている 15。新たな経済環境は、政府の政策

にも後押しされ、企業がリスクを取り、成長志向の意思決定を行うことを奨励するもの

である 15。 

 

表 1：企業行動の対比：デフレ時代 vs. インフレ時代 

 

 

特徴 デフレ時代のマインドセット インフレ時代の必須要件 

価格戦略 価格競争、コストプラス方式 価値に基づく価格設定、イノ

ベーションに対するプレミア

ムの獲得 

投資意欲 リスク回避、設備投資抑制、

維持管理重視 
積極的、R&D・人材・DX への

戦略的投資 

人事戦略 コスト削減、賃金抑制 人材への投資、競争力のある

賃金、価値創造のためのリス

キリング 

財務管理 債務削減、現金保有 資本の戦略的活用、資産（知

財含む）を担保とした資金調

達 

M&A 戦略 慎重、整理統合・コストシナ

ジー重視 
攻撃的、技術・人材・新規市

場の獲得重視 

主要 KPI 市場シェア、コスト削減率 利益率、投下資本利益率

（ROIC）、顧客生涯価値 

 

第 2 章 企業の対応：価値創造のための事業戦略の再定義 



 

本章では、企業が全社レベルで実行すべき具体的な戦略転換を詳述し、これらの新たな

イニシアティブを知財部門がどう支援すべきかの土台を築く。 

 

2.1 コストプラスから価値ベースへ：価格設定と収益性戦略の革命 

 

インフレ環境下において、単にコスト上昇分を価格に転嫁するだけでは、低収益の守り

のゲームに過ぎない。戦略的な目標は、顧客がプレミアムを支払うことを厭わないほど

魅力的な価値を創造し、それを明確に伝えることである。これには、顧客が何を価値と

見なすかを深く理解することが求められる 17。 

専門家は、デフレがコスト削減を促すのに対し、インフレは高付加価値戦略への集中を

容易にすると明確に指摘している 15。効果的な価格設定は、異なる顧客セグメントが

「価値」として認識するもの（例：品質、納期、サービス）を特定し、それに応じて価

格を設定することを要求する 17。この転換は、日本の「交易条件」（輸出物価と輸入物

価の比率）を改善し、実質賃金を引き上げるためにも極めて重要である 15。 

 

2.2 成長エンジンの再点火：R&D、人的資本、デジタルトランスフォーメーションへの

投資 

 

価値創造は投資なくしては実現不可能である。本節では、新たな時代における競争優位

を築くために不可欠な投資領域を詳述する。 

政府は、賃上げ促進税制などの政策を通じて、国内投資の大幅な拡大を推進し、企業活

動を後押ししている 15。特に重視されているのが「人的資本経営」であり、従業員を最

小化すべきコストではなく、投資すべき資本資産として捉える考え方である。これは持

続的成長の前提条件と見なされている 14。さらに、AI、ロボット、グリーンエネルギー

といった戦略的・先端技術分野への投資を強力に推進し、新たな高付加価値産業の創出

を目指している 19。 

 



2.3 「攻撃的」な事業ポートフォリオ：M&A、オープンイノベーション、グローバル

展開 

 

企業はもはや、自社内での有機的成長のみに依存することはできない。インフレ環境と

急速な技術変化が相まって、戦略的な M&A や協業は、新たな能力を獲得し、市場参入

を加速させるための必須のツールとなっている。 

AI や IoT に代表される第四次産業革命は、社外の知財を導入する手段として、M&A や

事業提携の増加を促している 21。企業価値に占める無形資産の比重が高まるにつれ、知

財は M&A 戦略の中心的な要素となっている 21。政府も、スピンオフに関する税制優遇

措置などを通じて、M&A や事業再編を促進する環境を積極的に整備している 15。スタ

ートアップ、大学、さらには競合他社とのオープンイノベーションは、新たな価値を創

造するための重要な戦略となりつつある 25。 

 

第 3 章 知的財産部門の変革：コストセンターから価値創造のドライ

バーへ 

 

本章は、本レポートの核心であり、ユーザーの問いに直接答えるものである。ここで

は、知財機能に求められる進化を定義する。 

 

3.1 デフレ時代の知財部門：守備的姿勢とコスト抑制の遺産 

 

ここでは「旧来の」知財部門の姿を明確に描き出す。その主な役割はリスク管理、すな

わち事業の自由（Freedom- to-Operate）の確保、侵害訴訟からの防御、そして何より

もコスト管理であった。成功は、予算の遵守と法的なトラブルの不在によって測られて

いた。 

デフレ時代のコスト削減重視の考え方は、あらゆる企業機能に浸透していた 1。例え

ば、調達部門では、コスト削減努力がわずか数パーセントの領域に限定されるなど、限

界的な改善を追求するマインドセットが支配的であった 27。これと全く同じ考え方が、



法務や知財サービスにも適用されていた。知財部門の重要なパートナーである特許事務

所は、特に 20 0 8 年の金融危機後、厳しい価格圧力と値引き要求にさらされた。これ

は知財サービスをコモディティ化させ、知財を最小化すべきコストであるという見方を

強化した 28。 

 

3.2 インフレ時代の知財部門：能動的な価値創造という新たな使命 

 

本節では「新たな」知財部門を定義する。その使命は、もはや単に事業を守ることでは

なく、事業の成長を積極的に支援することにある。それは、ビジネスモデルの形成に関

与し、収益を牽引し、企業価値を高める戦略的パートナーである。 

企業戦略が価値創造へとシフトする中 15、知財機能にもそれに対応する変革が必然的に

求められる。知財は今や、高付加価値を実現するためのツールでなければならない。専

門家たちは、新たな環境下で成功するための重要な要素として、「経営戦略に基づいた

知財ポートフォリオの構築」を提唱している 25。日立製作所やソニーグループのような

先進企業は、自社の知財活動を事業戦略の中核であり、イノベーションの推進力である

と明確に位置づけている 29。 

この変革は、単なる業務内容の変更ではない。それは、知財部門とその人員にとって、

根本的なアイデンティティの危機を意味する。30 年もの間、知財部門のリーダーとス

タッフは、リスク回避とコスト管理を徹底するよう訓練され、その実績によって評価さ

れてきた。しかし今、彼らはリスクを取り、投資を正当化し、収益を生み出すことを求

められている。この急激な方向転換は、部門内に「戦略的むち打ち症」とも呼べる深刻

なリスクを生じさせる。口先では新たな戦略に賛同しつつも、その根底にある文化、プ

ロセス、スキルセットが旧来の守備的な行動へと回帰してしまい、結果として企業全体

の変革のボトルネックとなる危険性がある。この現象は、確立されたデフレ文化 1 と、

価値創造という全く逆の新たな指令 15 との衝突によって生じる。この衝突は、部門内

に計り知れない内部摩擦を生む。財務知識の欠如から投資案件を構築できず、ビジネス

感覚の不足からライセンス交渉をまとめられず、リスク許容度の低さから攻撃的な

M&A を支援できないかもしれない。曖昧な状況に直面した時、人間の自然な反応は、

慣れ親しんだ古いやり方に戻ることである。したがって、知財部門の変革は、いくつか

の手続きを変更する以上の、文化変革、リーダーシップ開発、そして人的資本の転換と

いう、より深く困難な挑戦なのである。この「戦略的むち打ち症」を克服するには、経

営トップによる部門のミッションの明確な再定義と、集中的なリスキリング、そして新



たな業績評価指標の導入が不可欠である。 

 

表 2：企業知財部門の進化する使命 

 

 

次元 デフレ時代（コストセンタ

ー） 
インフレ時代（価値創造ドラ

イバー） 

主要な使命 リスク軽減、事業の自由

（FTO）の確保 
価値創造、事業戦略との連携

による収益貢献 

中核的活動 防御目的の特許出願、訴訟管

理、予算統制 
戦略的ポートフォリオ構築、

ライセンス供与、IP ランドス

ケープ分析 

主要 KPI 特許出願件数、訴訟勝敗率、

予算遵守率 
ライセンス収益、知財価値評

価額、事業貢献度 

事業部門との関係 サービス提供者、受動的、サ

イロ化 
戦略的パートナー、能動的、

統合・協働 

人材像 法律・技術の専門家 法律・技術に加え、財務・事

業戦略の知見を持つ人材 

知財観 必要コスト、法的な盾 戦略的資産、収益源、競争優

位の源泉 

 

第 4 章 インフレ経済における現代知財戦略の中核的支柱 

 

本章では、新たな知財部門の使命を、実行可能な戦略的支柱へと分解し、「何をすべき

か」に関する詳細な指針を提供する。 

 

4.1 戦略的ポートフォリオ管理：未来価値のための構築と整理 



 

焦点は、特許の「量」から、知財ポートフォリオの「質」と「戦略的整合性」へと移行

しなければならない。これは、将来の高収益製品・サービスを保護する知財資産を積極

的に構築する一方で、非戦略的な資産は売却または放棄することを意味する。 

これには、無形資産（知財、人材、データ、ブランド）を多様化させ、リスクを管理

し、安定的な価値創造を目指すポートフォリオ・アプローチが含まれる 30。攻撃的な戦

略の鍵となるのは、自社に有利な国際的なルールを形成するための国際標準化活動への

参加である 31。また、撤退を決めた事業分野に関連する特許群全体を売却し、それを現

金化することも可能である。これは単なる受動的な放棄ではなく、能動的なポートフォ

リオ管理の意思決定である 32。日立製作所のような先進企業は、技術、価値ドライバ

ー、そして知財を融合させた戦略的な知財ポートフォリオを構築し、企業価値を高めよ

うとしている 29。 

 

4.2 能動的な収益化とライセンス戦略：インフレ環境下での価値獲得 

 

資産価値が上昇するインフレの世界において、受動的なライセンス戦略は機会損失に他

ならない。知財部門は、積極的に収益化の機会を探し、そして決定的に重要なこととし

て、新たな経済現実を反映させるために既存の契約を再評価しなければならない。 

デフレ時代には、知財サービスの業界標準料金表が廃止され、顧客主導の価格引き下げ

が常態化した 28。この考え方は、ライセンスのロイヤルティ料率にも及んでいた可能性

が高い。インフレに伴いあらゆるコストが上昇する中、企業（およびその外部パートナ

ーである特許事務所）が手数料やロイヤルティ料率を見直し、引き上げることは不可欠

である 28。ライセンス契約は、インフレを考慮して構築されるべきである。これには、

固定料金ではなく変動的な実績連動型ロイヤルティ（例：売上高比率）を採用したり、

明確なインフレ調整条項を盛り込んだりすることが含まれる 33。さらに、日本の裁判所

における「プロパテント（特許重視）」の傾向が強まり、損害賠償額が大幅に増加して

いることで、特許権者の交渉力は強化され、ライセンスや権利行使から得られる潜在的

リターンは増大している 28。 

この状況は、知的財産を巡る重大な「価値のギャップ」を生み出している。インフレ

（人件費や弁理士費用の高騰）により、高品質な知財を創出するための「コスト」は上

昇している 8。同時に、プロパテントな司法判断や高付加価値製品への企業ニーズの高



まりにより、その知財の「潜在的価値」も急騰している 15。デフレ時代のマインドセッ

トに囚われ、知財を低コストのコモディティとして扱い続ける企業は、このギャップに

陥り、最も重要な局面で質への投資を怠ることになる。勝利への道は、知財をハイステ

ークスな戦略的投資と認識し、プレミアムな価値を確保できる緻密に構築された資産の

ために、より高い初期コストを正当化することである。知財部門の役割は、最安値を求

める「調達管理者」から、戦略的投資を行う「ポートフォリオ・マネージャー」へと変

わらなければならない。議論は「どうすれば特許出願費用を削減できるか？」から、

「数十億円規模の市場を確保できる知財資産を創出するために、いかなる投資が必要

か？」へと転換する必要がある。 

 

4.3 M&A とオープンイノベーションの触媒としての知財 

 

知財部門は、M&A やオープンイノベーションにおいて、最終段階のレビューアではな

く、中核的な参加者でなければならない。その役割は、高度な知財デューデリジェンス

（IPDD）を実施して対象企業の価値を正確に評価し、リスクを特定すること、そして

パートナーシップにおける知財条項を構築し、価値を最大化し将来の紛争を最小化する

ことである。 

技術やその他の無形資産が取引の主たる動機となることが増えるにつれ、M&A におけ

る知財の重要性は急速に高まっている 21。徹底した IPDD は、取引の成功可能性を評価

し、リスクを管理するために不可欠である 22。それは、最終的な買収価格や、株式譲渡

から事業譲渡への変更といった取引構造そのものに影響を与える問題を発見しうる 35。

オープンイノベーションにおいては、スタートアップ、大学、その他のパートナーとの

連携を構築し、当初から所有権と使用権を明確にする上で、知財部門の役割は極めて重

要である 25。ダイキン工業のような企業は、このプロセスを円滑化するために、オープ

ンイノベーション部門内に知財機能を直接組み込んでいる 37。 

 

4.4 IP ファイナンスの最前線：無形資産の資金調達への活用 

 

企業がインフレ環境下で成長のための資本を求める中、知財ポートフォリオは、しばし

ば活用されていない重要な価値の源泉となる。知財担保融資は、まだ新しいが、ますま

す現実的な選択肢となりつつある。 



知財担保融資は、特にスタートアップや中小企業が、従来の不動産担保に頼らずに資金

を確保する手段として注目を集めている 38。このプロセスは、第三者の専門家による知

財資産の正式な価値評価を経て、金融機関がその評価額の一定割合を上限として融資を

行うというものである 38。まだ主流ではないものの、政府機関や金融機関は、「目に見

えない経営資源」の価値を解放するその潜在能力を認識し、この慣行を促進するための

枠組み開発や調査研究を進めてきた 41。 

 

第 5 章 未来の知財部門に向けた組織と人材の変革 

 

本最終章では、人、プロセス、構造に焦点を当て、「どのように」変革を実行するかに

ついての具体的なロードマップを提供する。 

 

5.1 サイロの打破：R&D、経営企画、財務との緊密な連携の促進 

 

知財部門が孤立したままでは、戦略的パートナーとして機能することはできない。これ

には、知財の専門家を事業部門や R&D チームに直接組み込むといった組織再編が必要

となる。 

ユニ・チャームの事例は、知財部門が経営トップや事業部門と直接的かつ頻繁なコミュ

ニケーションを持つ「風通しのよさ」がもたらす力を示している 43。パナソニックのよ

うな企業は、イノベーションをより良く推進するために、戦略性、専門性、機動性を強

化すべく知財組織を再編している 37。また、日立製作所による CIPO（最高知財責任

者）職の新設とグローバル知財本部の設立は、戦略を中央集権化しつつ、実行部隊を事

業に組み込むという動きを示唆している 29。 

 

5.2 「ビジネス志向の知財専門家」の育成：新たなスキルセットとコンピテンシー 

 

知財専門家の人材像は、法律や技術の専門知識を超え、財務、事業戦略、データ分析と

いった領域まで広がらなければならない。 



政府が推進する「人的資本経営」とリスキリングは、知財機能に直接適用されるべきも

のである 15。専門家たちは、スタートアップを支援するために、知財専門家がビジネス

専門家と「チーム」を組む必要性を指摘しており、これは部門横断的なスキルが求めら

れていることを示している 16。価値創造に貢献するためには、知財専門家は、単なる特

許出願手続きを超えて、IP ランドスケープ、ビジネスモデル設計、財務的価値評価と

いった概念を理解する必要がある 25。 

 

5.3 変革へのロードマップ：知財部門リーダーのための実行計画 

 

本節では、知財部門の役員が変革を主導するための、具体的かつ段階的なガイドを提供

する。本レポートの分析結果を、実行可能な計画へと統合する。 

 

表 3：インフレ時代のための戦略的知財行動計画 

 

 

戦略的支柱 主要な取り組み 主要目的 潜在的な評価指標 

戦略的整合性 新たな企業戦略に照

らした全 IP ポートフ

ォリオのレビュー実

施／知財・事業合同

の運営委員会設立 

知財資産を価値の高

い事業優先事項と整

合させる 

戦略的成長分野に紐

づけられたポートフ

ォリオの割合／合同

戦略会議の回数 

価値創造と収益化 新たなインフレ調整

済み価値評価モデル

を用いたライセンス

プログラムの再始動

／新規ライセンス先

の特定とアプローチ 

知財資産からの収益

増加 
ライセンス収益成長

率／契約更新時のロ

イヤルティ料率上昇 

M&A・OI 統合 標準化された戦略的

IPDD プロセスの開発

／M&A・CVC チーム

への知財専門家の常

取引評価の精度向上

と買収後のリスク低

減 

事前 IPDD が実施され

た案件数／知財関連

の統合問題の減少 



駐 

人材開発 知財担当者向けの財

務・事業戦略研修プ

ログラムの開始／

R&D・事業企画部門

とのローテーション

プログラムの創設 

「ビジネス志向の」

知財専門家の育成 
研修修了者数／成功

したローテーション

の回数 

文化変革 知財部門のミッショ

ンステートメントの

再定義／コスト管理

だけでなく価値創造

を評価する KPI への

改訂 

「コストセンター」

から「価値創造ドラ

イバー」へのマイン

ドセット転換 

新 KPI の採用／事業

部門からのサーベイ

における好意的なフ

ィードバック 

 

結論：好機の掌握 -  日本企業再生の礎としての知財部門 

 

この経済的転換がもたらす計り知れない好機を総括し、力強い締めくくりとしたい。デ

フレからインフレへの移行は、日本の企業間競争のルールを再定義する、一世代に一度

の出来事である。知的財産部門にとって、今は漸進的な調整の時ではなく、根本的な自

己改革の時である。能動的な価値創造という新たな使命を受け入れることで、知財部門

は、企業戦略の周縁からその中核へと移動し、日本の新たな経済情勢におけるイノベー

ション、競争力、そして持続的成長のための不可欠なエンジンとなることができる。こ

の好機を掴んだ知財リーダーを擁する企業こそが、来るべき数十年の勝者となるであろ

う。 
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